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序.国家を越えた方言としてのオランダ語

1.ゲルマンとラテンの聞で

低地諸国(オランダ，ベルギー)の言語事情-

1 -1.ゲルマン語内でのオランダ諾の位置付け

1 -2.ベルギーの言語事情

2. Iゲルマンvs.ローマvs.ケルト jという図式

2 -1.ゲルマンとローマの境界線の成立

2 -2. オランダ語の史的発達

3.ゲルマン語のローマ，ケルトとの接触

3 -1.ベルギーの言語境界線

3 -2.新たなる地名学の可能性

2. iゲルマン VS.ローマ VS.ケルト」という図式

<以上，前回>

<今回>

<次回>

本章の目的は、ヨーロッパ全体を版図とする歴史地図を思い描き、ゲル

マン語を歴史的立場からラテン語やケルト語と対比する形で通時的に記述

しようということである。ヨーロッパの変動の中、ローマ側の歴史の記述

に登場する協役的なゲルマン人ではなく、あくまでゲルマン人を主体にし

て、ヨーロッパ史におけるゲルマンとローマ・ケルトの関連の中に見出さ
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れるゲルマンの特徴を浮かび上がらせようというのが目標である。紀元前

52年、ガリアの総大将ウェルキンゲトリクスけがローマへ反旗を翻し、迎

えた最後の決戦の地アレシア(フランス東部、今日のモン・オークソア。

パリとデイジョンを結ぶ線上)において敵将カエサルに最後のとどめを果

たせなかったのは、ローマ軍の中、ゲルマン人傭兵による騎馬部隊の勇猛

果敢な戦いぶりによるところが大きい。カエサルは、属州からもローマか

らも軍勢補充の道を失ったこの時、ラインのかなたからゲルマン騎兵を召

集したのであった。この例が示す如く、ゲルマン人とローマ人とケルト人

の関係を捉えることは一筋縄ではいかず、いかにも「ゲルマン:ローマ:

ケルト jの図式は決して単純なものではあり得ない。

古代における蛮族の侵入の実体はと言えば、単純に飢鐙などの原因のた

め他部族を掠奪目的で襲撃するという場合がほとんどであり、近代以降の

ように、すでにできあがった国境線上で一進一退を繰り返し、主権と領土

を主張して競い合い、それぞれが相手国の民と戦っては自国の文化を押し

付け合うという構図ではないn ローマの歴史とは、初期を除けば蛮族の侵

入の歴史と言ってもいいくらいである。紀元前113-101年にローマ帝国は

キンブリ族・テウトニ族といったゲルマン人に初めて攻撃を受けて以来、

ローマ人は対ゲルマンの防御としてアルプス山脈を楯とするだけでは安心

できないと思い始めていた 2J。北の方はるかホルシュタイン・シュレスヴイ

ツヒ・ユッ トラ ントを故郷とする民族、キンブリ族(ドナウ川近辺でケル

ト人を襲撃)、またこの民族の動きに呼応する形でもテウトニ族(原住地:

バルト海沿岸)の南下により、ローマ人たちは未だ見たこともない勇猛な

民族の存在を実感させられた》ただ、タキトゥス(歴史家、 『ゲルマーニアj

の著者、 55-120) と言えども、やがて 5世紀 (476年)にゲルマン人によ

って滅ぼされるローマの運命を予感していたわけではないであろう。執筆

は紀元後98年、最初のゲルマ ン人の侵入(上例)以来210年を経た時点で、
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改めてゲルマン人に関して警告を発したのであろう 3)。当時のローマにとっ

てゲルマニアは皇帝にとってもローマ市民にとってもまた当のタキトゥス

にとっても重大な関心事であった。『ゲルマーニアJの一節(第33節)を引

用すれば次のようである。

「私は願う、彼ら野蛮人(ゲルマン人)の間に、われわれに対する愛情

といわなくても、せめて彼ら同士の憎悪が、いつまでも続いてくれる

ようにと。実際、ローマ帝国の運命が駆り立てている今、幸運の女神

が、われわれローマ人に与えてくれるものの中で、敵の不和(お互い

の殺し合い)にもまして立派な贈物は何もないのであるから。J

この言説でもって、タキトゥスはおそらくローマとゲルマニアの関係の逼

迫していることを悲観的に表現したのであろう。ゲルマニア、その住族ゲ

ルマン人は、およそローマを受けつけないのである。大軍を整え、時には

水軍を伴なってゲルマニアの内奥に押し入って有効に作戦を展開しでも、

その要所ごとに打ち込まれた模は直ちに投げ返され、阪めたたがはその度

にはち切れる。ローマが戦う敵手の中には東方の有力な諸大国もある。し

かしこれらのすべてを凌駕して最も怖れらるべきは結局はゲルマン人に外

ならないとするのである。事実、はるかのち、上述のようにいかにも全面

的に、ローマ帝国解体の機運は、ゲルマン人によってその発端が聞かれた

のである4}。国原 (1996)は、タキトゥス『ゲルマーニアJの訳述の後、訳

者による「解説」の中で以下のように記している円

ゲルマン人が世界で最も強力な民族で、ローマにとって最も恐るべき

敵であること、それは彼らの政体の「自由(リーベルタース)Jと「尚

武の精神(ウイルトゥス)Jに由来することをローマ国民の肝に銘じさ
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せたかったのではないかQ ローマ人もかつてはゲルマン人と同様に自

由を愛し独立不罵の精神に徹し、勇気を尊ぴ数多くの武勇を誇示して

きた乙しかるに帝政期に入って、気骨や剛毅を失い、平和の中で柔弱

に流れ、勇気すら忘れてしまった、とタキトゥスは、現在のゲルマン

人の中に、在りし日のローマ人の姿を懐かしみ、野性に満ちたゲルマ

ン人と文明化し過ぎたローマ人を比較し、時に感傷に浸りつつ、ゲル

マニア人の風俗習慣を描いたのが 『ゲルーマニアjである。

ゲルマン人とローマ人との実質的な接触は、カエサル(前102-44)によ

る占領、すなわち、ガリア北東部のライン左岸、ラインラントのローマ化

(紀元前58-51)によって始まった。ラインラントから現在のベルギーにか

けては、 トゥングリ、 トレウェリおよびネルウイイなど、ケルト人と混血

したライン左岸のゲルマン人 (Germanicisrhenani)が定住していた。紀

元前16年の皇帝アウグストゥスのガリア行政区の設定では、属州ゲルマニ

アは未だ存在していないが、彼の軍事行動はライン川を越えてルベ川まで

延びていた。紀元後 1世紀後半、ローマ帝国はパタウィ人などのゲルマン

人らの反乱を鎮圧し、さらにカッテイ人を討って、ライン左岸のアグリ・

デクマテス AgriDecumatesを領有した。これにより、ライン川右岸の安

全は確保され、上ゲルマニア GermaniaSuperiorと下ゲルマニア

Germania Inferiorとからなる属州が成立することとなった6)。カエサルに

相前後する時代以降、ローマ人の常識的な考え方とは、ローマの属州は常

に武器でもって守られ安全に保たれなければならない、そのためにはライ

ン川を越えたり、ブリタニアに渡ったりする必要性も容易に正当化され得

るといったものだった。ゲルマンとローマの境界が基本的にライン川にあ

るというのはいわば長い伝統に裏打ちされたものでもあった。かつてカエ

サルがスエピ一族(ゲルマン系)の首領アリオウィストゥスとの交渉の席
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で「ケルト人の保護のためライン左岸へのゲルマン人の移住の中止jを要

求したという史実がある。

一方、紀元前 1世紀半ば、カエサル刊の書いた『ガリア戦記jを読むと、

ローマは国家の防衛線をアルプスからライン川に移そうとしていたことが

わかる。ここでは、ローマとケルト(カリア)の関係が問題となる~ロー

マ人が初めて本格的な蛮族の侵入を経験するのは、紀元前390年のケルト人

の来襲によってである(この時、首都ローマまで占拠され、ローマ側に残

ったのは七つの丘の一つのカピトリーノのみという絶望的な状況まで経験

させられた)川つまり、カエサル『ガリア戦記jの先立つこと 300年も前

からローマとガリアの関係は始まっているのである。紀元前121年にガリア

人の連合軍を決定的に撃破してアルペース山脈からロダヌス)11(今のロー

ヌ}l1)まではローマの属州となった J 続いてローマ人の経営はケベンナ山

脈から(今のセヴァンヌ山脈)に沿って西に伸びた。そしてこの地域の諸

部族は軍務を負担しながら、言語、文化、風俗をローマ化されていった附。

ガリアは比較的順調に平定が進められ、時に重量動はあっても、それは却っ

てその抑圧後のローマ化をさらに促すものであった山。ここで、ローマ時代

のヨーロッパにおける言語分布図を示してみよう。

ローマ時代の言語圏山
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2 -1.ゲルマンとローマの境界線の成立

[略年表]

紀元前390 ガリア人来冠

113 キンブリ族、テウトニ族の侵入

58 カエサル、ガリアに遠征

55 カエサル、ゲルマニア・ブリタニアに侵入

44 カエサル暗殺さる

27 ローマ帝政始まる(オクタウイアヌス<前63一>、元老院

からアウグストゥスの尊称を贈られる。一後14)
紀元後 9 トイトブルクの戦い
43 フリタニア、ローマ領となる

235 軍人皇帝時代 (-285)

293 デイオクレテイアヌス帝、ローマの四分割統治

324 コンスタンテイヌス 1世、ローマ帝国の再統一

330 コンスタンテイヌス 1世、都をコンスタンテイノープルに

移す

375 ゲルマン民族大移動

395 ローマ帝国、東西に分裂

476 西ローマ帝国滅亡

紀元前8-7世紀、ケルト人の発祥の地とされている北アルプスにハルシ

ユタット (Hallstatt)文化が出現する。ケルト人は中央ヨーロッパで貿易ネ

ットワークを築いた。低地諸国もこのネットワークとの接触があったこと

は、中央ヨーロッパで造られた銅や鉄製剣・金製輪・銅製器・馬具のよう

な地位の象徴とされた製品が低地諸国に現存するこの時代の墓に発掘され

ていることに表われる 13)。紀元前 5-4世紀になると、同じく北アルプスで

ラ・テーヌ (LaTとne)文化を発達させたケルト部族の一部が西ヨーロッパ

を中心に各方面に移動し始める。低地諸国にもラ・テーヌ文化のいくつか

の要塞や居住地が確認されてしるるが、その内の重要な発掘はケッメルベル

グ (Kemmelberg，西フランドル州)の要塞である。高度な技術を用いた金

属製装飾品や土器が発掘されていることから、この要塞はケルトの地方貴

族の居住地であったことが推測される。城壁内には土器の製造跡がある。
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また金属製装飾品の存在は中央ヨーロッパとの交易があったことを示して

いる M」ケッセルベルグ (Kesselberg，北プラーノtント州)にも城壁と居住

の跡があり、発掘された土器はケ ッメ ルベルグと同じ特徴を持っている。

ベルギーでは同類の土器がほかのいくつかのところでも発掘されている c

エイゲンピルゼン (Eigenbilzen，リンブルグ州)で発掘された貴族の墓も、

ベルギーにケルト人の貴族が居住していたことを証明している。北イタリ

アで造られた畝模様が施された銅製おけに遺灰が納められている。さらに、

同じく北イタリアで造られた注ぎ口のついた動植物のモチーフで飾られて

いる銅製水差しゃケルト製タンブラーの金箔を施した装飾輪が発見されて

いる。この墓は紀元前400年頃のものとされている日。当時におけるケルト

人の各部族の配置、年代111夏、階級制度などについては研究されているもの

の、これらの発掘のデータが限られているため、満足のいく研究成果はま

だ挙げられていない。海岸地域に位置しているデ・パンネ (DePanne，西

フランドル州)及びブルッヘ (Brugge，西フランドル州)にもラ・テーヌ

文化の跡をとどめる居住地跡が発見されているが、これらの地方では製塩

が行われていた。戦略的な位置を占めていたケッメルベルグ要塞がデ・パ

ンネやブルッへでの製塩を支配していた可能性がある出。北ブラーバント州

及びリンブルグ州のケンペン地方には、平均15-40アールの面積に区画さ

れている 40-60ヘクタールのケルト人の農業地跡がある。ハップス

(Haps，北プラーパント州)などで発掘された集落地はケルト人の生活につ

いてのイメージを与えてくれる。この集落地には紀元前400年頃から紀元前

150年まで人々が居住していた。二重に配された柱に支られている長方形の

農家が二十三軒確認されている。各農家は間口が11-18メートル、奥行き

が4，5-6，5メートルで、長い方の壁面の真中に互いに向かい合った出入口

がある。いくつかの建物跡は互いに重なり合っているので、すべての建物

が同時に使われていたわけではないの常時使われた農家は 3、4軒だけだ
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と推定されている。また、柱の数がそれぞれ 4本、 6本、 8本の小さな建

物は倉であった問。

紀元前250-100年にケルト人はオピドゥムという城壁に囲まれた小さな

都市をフラ ンスからオーストリアまでの広い範囲にわたって各地に建設す

る。城壁内では金属加工、土器製造などの手工芸が行われた。これらの都

市は地中海の地域とさかんに交易を行い、市場としても機能していた。し

かし、ベルギーでは大きな農家や要塞以外にこのようなオピドゥムの跡が

発掘されていない。このことはベルギーがケルト文化の辺境地域であった

ことを示しているコ

ベルギーを含むライン川以南のフランス・南オランダ・南ドイツ・スイ

スなど居住者の大部分をケルト人が占めていた地域を古代ローマ人はガリ

アと呼んで、いた。ローマのガリア総督カエサルは紀元前58年にこのガリア

を侵略し、 8年間の戦い(紀元前58-51年)を経てガリア全土の征服を果

たす。『ガリア戦記Jはこの戦いについてのカエサルによる記録であり、ベ

ルギ一地方に居住している民族についてはじめて言及されている資料であ

る。『ガリア戦記jの第 I巻でベルガエ人について次のように記述されてい

る。ガリアは全体として 3つの部分に分かれていて、ベルガエ人、アクイ

タニ人、そして自らの言語ではケルタエ人、ラテン語ではガリア人と呼ば

れている民族がそれぞれ住んで、いる。これらの民族は皆互いに異なった言

語・制度・法を持っているc ベルガエ人の住む地域はマトロナ川とセクア

ナ川でガリア人の住む地域と隔てられて、ローマの属ナト|から最も遠く離れ

ており、商人が訪問してくることもごくまれな地域である。また、ライン

川の向こう岸に住むゲルマ ン人に最も近く、これらのゲルマン人と絶えず

戦争状態にある。第 2巻ではベルガエ人の大部分がライン川を渡ってきた

ゲルマン人の子孫であると明記されている。ベルガエ人のコンドルシ族・

エブロネス族・カエロシ族・パエマニ族・セグニ族それぞれがゲルマン系
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部族であるとカエサルは明白に記している。アトゥアトゥキ族については、

ゲルマンのキンプリ族とテウトニ族の子孫であると記されている。同じく

ゲルマン人について記述している古代著者タキトゥスは 『ゲルマーニアl

の第28章で、ベルガエ人のネルウイイ族とヘルウェティイ族が自らをゲル

マン人と呼んで‘いることを明記している。

fガリア戦記jおよびタキトゥスの 『ゲルマーニアjに記載されてし‘る

これらの情報の正確さについてベルギ一言語境界線の研究者の聞で多くの

議論がなされてきた。これまでみてきたようにカエサルの侵略以前のベル

ギー地方における考古学的発掘はケルト文化の特徴を持つものが主である。

古代著者の文献によるベルガエ人部族の大部分がゲルマン起源であるとい

う記述はこの考古学的形跡と一致しない。そのため、考古学および文献学

的情報を言語学の観点から検証する必要がある。

タキトゥスのもう一つの歴史書『アグリコラJ(第30章)に見られるよう、

「彼ら(ローマ人)は破壊と、殺裁と、掠奪を、偽って『支配jと呼び、荒

涼たる世界を作りあげたとき、それをごまかして 『平和jと名づける」と

ある。これは、ブリタニア(今日のイギリス本国、グレート・ブリテ ン島

のローマ時代における呼称川の原地住民の指導者カルガクスが、ローマの

将軍アグリコラと決戦を交える前、部下に向かつて演説した時のことばで

ある1~紀元前 1世紀中頃、ガリア征服を進めていたカエサルは、ガリア
(大陸側)のケルト人を支援していたブリト ン人を討つべく、紀元前55年と

54年の二度にわたってこの島の南東部に侵入した。カエサルは島の占領ま

では意図せず引き揚げたが、これは約 1世紀後に始まるローマのブリタニ

ア支配 (紀元後43年)の前提となったのであった c 後に、クラウデイウス

帝はこの島の恒久的征服に乗り出し、いよいよドミテイアヌス帝時代の総

督、先述のアグリコラのもと北部を除く島の大半を領有するに至った却l。こ

こに記すように、イギリスではちょうど、大陸でこの当時起こっていた歴
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史的経緯のいわば縮図のような図式が成り立っていたと言える。すなわち、

当時のウエールズ人(ローマ化されたケルト系民族)とアングロ・サクソ

ン人(ゲルマン系)との関係は、大陸側の Waalrワロン人J(ベルギー南
部、ケルト系)と Vlaamsrフランドル人J(ベルギー北部、ゲルマン系)
との関係に似ている。大陸から新たにブリタニアに到来したゲルマン系ア

ングロ・サクソン人は、大陸ガリアにおけるように、ローマ化したケルト

の人々と接触したのである。ブリタニアのこのケルト人のことをアング

ロ・サクソン人は Welshrウエールズ人Jと呼んだが、 Waalにせよ
Welshにせよ、いずれも語源的にゲルマン祖語 *walh・「異邦 (人)Jに由

来し「自らとは違う種族(の)Jという意味をもっ。すなわち、自民族とは

異なった他部族に出会った場合に「自分達とは違うJ(ゲルマン系からすれ

ばケルト系であれラテン系であれ)という意で何世紀にもわたってさまざ

まな諸形で広く使われてきたのであった。Walloniaという名称は、フラン

ス語の話されるベルギー南部に対する呼称として1840年代に入って通用す

るようになったものである。また、 Belgiumという語にもケルト人の一部

族の名が見出されるτ かつて、ローマ人が Belgaeという部族が現オランダ

南部に住んで、いるのを発見したことに由来するのである 21)わ

ベルギ一国内を走る言語境界線こそが本章の主たるテーマであるゲルマ

ン世界とラテン世界を分け隔てる境界である。このオランダ語とフランス

語との言語境界線は、西ヨーロッパにおけるゲルマン系諸言語が話されて

いる諸地域とロマンス(=ラテン)系諸言語が話されている諸地域を分ける

長い言語境界線の一部である。オランダ語・フランス語問のこの言語境界

線はベルギー王国を南北に真二つに分けている。この言語境界線の北側に

オラ ンダ語を話すゲルマン系フランドル人、そしてその南側にフランス語

を話すラテン系ワロニ一人という異なる二つの民族がそれぞれ住んで、いる

目。 言語境界線はベルギーの法律で確立しているとはいえ、完全な境界線と
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は言えない。言語境界線上には両言語を話す人々が住んでいる。「境界線」

というよりも「境界地帯」と名づけた方が現実に近い。この境界地域に住

む人々に加えて、言語的に特殊な状態にある多言語首都ブリュッセルを含

むと、ベルギ一人のおよそ20%はこの言語境界地域に住んでいるというこ

とになる。ベルギーの言語境界線の起源は、西ヨーロッパの歴史における

ゲルマン文化圏とラテン文化圏との交流史を探る上で重要なテーマである

が、言語境界線成立の問題は複雑な側面を持つことから、その研究史上

種々の異なる説がこれまで出されてきた制。ベルギーの言語境界線に関する

研究は19世紀に始まる。当時の研究は主にカエサルの『ガリア戦記』やタ

キトゥスの 『ゲルマーニア』というローマ人による記述に基づいて行なわ

れた。ただし、これらの資料には不明確な情報が多い。

ゴッドフルワ・クルト (GodefroidKurth)は言語境界線についての科学

的方法による研究の先駆者の一人である。クルトはその研究を『ベルギー

及び北フランスにおける言語境界線制』という題名で1896年に出版された

書物にまとめている。この書の中で言語境界線の成立史を解明するために

クルトが研究対象として採り上げたのは地名であった。彼は特にローマの

要塞 (castrum)に由来する Caestre，Kaster， Kester， Chastreといった地

名に注目した。このような地名が川ブェ (Bavay) とケルン (Koln) との

間にローマ人が建設した軍道に沿って位置している。この軍道は現代のベ

ルギ一言語境界線とほぼ一致するので、ゲルマン人の侵略に備えた要塞が

連なるように存在していたと主張した。ゲルマン人の大移動はこの要塞の

連なり及びベルギーに存在していたいわゆる「石炭森J(kolenwoud)で行

き止まり、その北側が、移動してきたゲルマン人の定住地となった。そし

てその要塞の境界線が現在の言語境界線となり、後にほとんどその位置を

変えなかったという静止説を立てた。しかし、地名の研究範囲が狭すぎて、

クルトの説には限界があった。さらに、石炭森がベルギーを南北に分けて
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いたというクルトの前提に対して、石炭森はむしろ南北に広がっていて、

ゲルマン人とガリア人との問の自然な境界線を形成していたわけではなか

ったことが後の研究によって証明された2)1

クルトの静止説に対して、 1920年代にフランツ・ペトリ (FranzPetri) 

を中心とする研究者たちが動態説を仮定した。ベトリはより広い範囲の地

名研究及び考古学的発見を視野に入れることによって、ゲルマン人がクル

トが主張したよりもさらに南下していたことを証明した。フランク人はロ

ワール川までガリアの地に進出し、支配層としてだけでなく、農民として

も定住した。しかし、これらのフランク人の移民は特に南の地域では総人

口に対して少数派であったため、ローマ文化の優越性やキリスト教への改

宗運動によってローマ化し、言語境界線が現在の位置まで少しづっ北に移

動したc ペトリはこの動きを再ローマ化 (Ruckromanisierung) と称した。

ベトリが地名研究の対象にしたものの一つに小川名があった。小川はフラ

ンク語で bakiであり、ベトリはロワール川に至るまで bakiで終わる小川

名(例えば Roubaix，Orbay)を数多く確認し、その数はフランスとベルギ

ーとの国境に近づくにつれて多くなっていることを指摘した。ベトリはさ

らに、言語境界線の南側に bakiの近代に近い形 beke(Aubecq， 

Escobecque) を数多く確認し、これらの地名はフランスにおいてフランク

人の居住地があったことを物語っていると結論を下した26)。しかし、ペトリ

の地名研究には史料に基づく歴史学的批評が欠けていた。地名も歴史にお

いてさまざまな影響によって変化していく u 後の研究では、ベトリが引用

しているいくつかの地名は比較的最近になってから付けられたことが判明

したF 例えば、ベルギーの南部に位置している sourceGroesbeckという泉

の名をペトリはフランク語の bekeで終わる地名として分類しているがヘ

この地名が Gerardde Groesbeckという 16世紀の司教の名前に由来してい

ることがペトリの論文が出た翌年にシャン・ハウスト (JeanHaust)によ

-50-



Germania-Romana (2) 

って指摘された到。

歴史学的な方法で言語境界線の研究に取り組んだシヤルレ・フェルリン

デン (CharlesVerlinden)は、地名からフランク人の居住密度や居住時期

に関する情報をほとんど得ることができないとベトリの方法を強く批判し、

前期フランク時代についての史料をより徹底的に分析する必要があると訴

えた炉。フムルリンデンは特に人口密度に注目した。移動してきたフランク

人の数は僅か数万人に過ぎず少なかったため、人口密度が高く、文化的に

優れていた南部に居住したフランク人は早い時期に多数人口であるガリア

原住民に同化した。ベルギーの北部は土地が豊かでなかったため、人口密

度が少なく、ローマからの影響も小さかった。この地域に居住していたフ

ランク人は比率的に多数派を占めていたので、ここでは逆に原住民がその

言語と文化をフランク人に同化させた。しかし、フェルリンデンの研究方

法は史料に偏り、地名学や考古学の研究成果を視野に入れていなかったた

め、多くの批判を招いた。その後、ベルギーの北部でもローマからの影響

や植民を証明するいくつかのローマの遺跡が発見され、フェルリンデンの

理論に大きな打撃を与えることになった《

マウリツ・ヒセリング (MauritsGysseling)の諸報告は言語境界線にお

ける言語学的研究の地位を再び魁らせた。この国際的に有名な言語学者は

1960年にその史料に基づいた膨大な地名学的研究成果を『ベルギー、オラ

ンダ、ルクセンブルグ、北フランス及び西ドイツ地名学的辞典J3引にまと

めた。ヒセリングの研究は五つの国を含める広い地域を対象としているの

で、より包括的な解釈が可能となった。地名に関する情報はすべて一次史

料にのみ基づいている。さらに、ゲルマン語やロマンス語の諸方言の音声

学的変化を基に各地名を細かく年代}II買に配列することに成功したc ヒセリ

ングはこの地名の徹底した研究に基づいて言語境界線についての見解を

「ゲルマン化と言語境界線J31) という小論文にまとめている。その中で低地
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諸国には紀元前 2世紀にすでにゲルマン人が居住していたことを立証して

いる。カエサルの時代に最後に低地諸国に到着したアトゥアートゥキ族

(Atuatuci)はキンブリ族 (Cimbri) とテウトニ族 (Teutoni)という紀元

前113-101年にガリアに侵略したゲルマン民族から出たものであり、守備

隊の子孫としてベルギー中部に残っていたことがカエサルの『ガリア戦記j

で伝えられていること、また北フランスでは紀元前2世紀にケルトの埋葬

方法が北方から伝わった火葬に変わったことから、紀元前3世紀から紀元

前2世紀にかけて低地諸国はすでにキンブリとテウトニの侵略によってゲ

ルマン化の影響を強く受けていたと考えられる。この時期はちょうどゲル

マン語における p，t， k から f，e， hへの子音変化と重なる。ヒセリング
はその子音変化を地名に追うことでゲルマン語地域拡大の地図を作成した。

ベルギー北部もローマ時代にローマ化された。 5世紀にフランク人の侵略

があり、 8世紀に言語境界線ができる。この言語境界線は西と東ではかな

りはっきりしていたが、ベルギー中部では二言語地域がメロヴイング王朝

時代を通じて存在していた。やがて11世紀から 12世紀にかけてロマンス化

の動きが起こり、それによって二言語混在地域が次第になくなり、北フラ

ンスのゲルマン語地域もロマンス語化した。

上で見てきたように、ベルギーの言語境界線の成立は複雑な問題であり、

様々な研究分野からさまざまな見解が示されていた。そのうち現在ヒセリ

ングの説は現代最も有力な説として認められている。本章は、言語学、文

献学、考古学の各分野の研究を総合してこのヒセリングの研究成果を軸に

言語境界線の成立史を考察した制。
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くは人名、地名しか記録が残っていない時期が続き、ょうやく 10世紀にな

ってこの文献が登場する制。

中世前半(7世紀-11世紀)の古フランク語による文献

7世紀 人名、地名

8世紀 人名、地名

9世紀 人名、地名、注解語葉集

10世紀
人名、地名、注解語葉集、

‘Wachtendoncksche Psalmen' 

11世紀
人名、地名、注解語葉集、

‘Leidener Williram' 

低地フランク語で書かれた古い時代のテクストがほとんど在証されないた

め、歴史言語学では、その時期のラテン語によるテクストの中に残されて

いるオランダ語の名称や語句注釈に頼るしかない ρ そうした名称として挙

げられるには、例えば次のような地名である:Twente， Kennemerland， de 

Betuwe。その意味で、 9-10世紀のへント (Gent)のラテン語文書における

低地フランク語の固有名詞を研究したマンション (G.Mansion)の 『古へ

ント固有名詞研究j(Oud-Gentsche Naamkunde)は、最古のオランダ語

に関する情報源として欠かせない。また、例えば『サリ法典J(Lex Salical 

のようなラテン語テクストに含まれている、典型的なゲルマンの法概念を

示すゲルマン語棄は、また別の意味で重要な情報源である。しばしばゲル

マン語による語句注釈、すなわちラテン語テクストをよりよく理解するた

めに写本の行間や余白に書き込まれた注解が残されていて、ゲルマン語の

まとまった文献が欠如している状況をわずかながらも補っている。例えば、

先ほどの古低地フランク語文献である 『ヴアハテンドンク詩篇jの一部分

は、そうした形で今日まで伝わっている。こうした乏しい資料しかないに
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もかかわらず、古オランダ語の文法をまとめようとする試みがなされてい

る制。古オランダ語の文法を記述するとは、すなわち『ヴアハテンドンク詩

篇jというテクストの文法を記述することである。『ヴァハテンドンク詩篇』

は、別名 『カロリンガー詩篇(KarolingerPsalmen) jとも呼ばれ、おそら

くリムブルフ (Limburg)方言で書かれたであろうと推定される、ラテン

語 (Vulgata)からの行間訳である 3九『ヴァハテンドンク詩篇』のオリジ

ナルの写本はすでに失われ、そこから派生したと考えられるいくつかの写

し (Abschrift)が残っている。 16世紀、 Liege(ベルギー)の司教座聖堂

参事会員、 ArnoldWachtendonckが1591年 6月から 1592年 7月まで

Justus Lipsius (オランダの人文主義者1547-1606)に貸し与えた資料が、

このオリシナル写本を想定させるきっかけになったのであった加。

さて、フランク族がはじめて歴史資料に登場するのは、紀元後256年、国

境城壁を超えて北ガリア、すなわちベルギーに入った時のことである問。こ

の時からローマ人はクサンテン(ドイツ酋北部)北部の細長い城壁は放棄

し、その代わりに川沿いに城砦を配置するようになった。そして、ローマ

人はケルン (Koln)からマーストリヒト (Maastricht)、 トンゲレン

(Tongeren)、バヴァイ (Bavai)を経由してブローニュ(現在の Boulogne

-sur -Mer)に至る重要な道路を守ることにとりわけ腐心しつつ、ガリア

の内側に引っ込むようになった。この道路の北側の地域、すなわちオラン

ダ語圏のベルギーとライン川南部のオランダからは、事実上ローマ人は撤

退したのである。フランク族は 4世紀半ばまでに国境城壁内のかなり大き

な地域を獲得していた訓。彼らはそこでローマ人と緊密な関係を保ちつつ、

5世紀の動乱までは比較的平穏に暮らしていた。彼らはローマ軍に仕え、

とりわけバタヴイア族の名はよく知られていた。彼らの文化はローマ文化

の影響を大きく受けたのである。最終的に彼らはローマ側から大きな地域

を引き継ぐことになるのだが、その地域はすでに高度にローマ化されてお
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り、ゆえにローマ帝国に吸収後はガリア・ローマ人と呼んだほうがよいケ

ルト人が定住していた。ケルト語はローマの影響のもとに消滅する運命に

あったが、ゲルマン語はライン川の両岸で温存されることになったのであ

る。しかしゲルマン語はかなりの新しい語棄を、自分たちが新たに征服し

た土地に古くからあったガリア・ローマ基層から採り入れることになった。

フランク族がローマ人から借用した種々の語蒙は、ゲルマン文化における

ローマ世界からの遺産がいかに大きいかを明瞭に示している。例えば、 ezel

「ロパJ(羅 asinus)、keizerI皇帝J(羅 caesar)、keukenIキッチン J(羅

coquina)、koolIキャベツJ(羅 caulis)、molenI粉挽き場J(羅 molina)、

muur I墜J(羅 murus)、straatI通りJ(羅 [via)strata)、tegelIタイル」

(羅 tegula)などである 39)。フランク族メルヴイング朝のクローヴイスがキ

リスト教に改宗した時期については議論が多いが(およそ496年から506年

の間)、ともあれ、クローヴイスが改宗し、彼とともに臣下も改宗すると、

そこに文字文化が始まることになったc それはもちろんラテン語の文化で

あり、フランク族の日常語で書かれたテクストは当初は存在しなかったし、

また実際には、歴史上、意味のある文献とみなし得るゲルマン語で書かれ

たテクストが作られたのはカロリング朝時代だけだ、った。キリスト教の広

まりが西ゲルマン民族のさまざまな方言の文字文化の発達に及ぼした影響

は計り知れない(クローヴイスは、 508年までにフランク族全体の王になっ

ていた。フランク族は、高度な文明をもっガリア、ローマ民族のすぐ近く

に何世紀にもわたって住み、その聞に双方の世界を統合したような文化を

発展させてきた民族であった。いわば、フランク王国はガリアの地にフラ

ンク文化と呼んでいい独特の文化を発展させた 4凹。

フランク族という集団の形成に関しては、 1920年代にフランク族の定住

史の研究に新しい流れが起こって以来、その影響下に、フランク王国史ひ

いてはヨーロッパ形成史を巡る議論と相倹って、いくつかの新しい展望が
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得られてきた。古い学説では、フランク族の大規模な移動、定住がなされ

たのは、今日のゲルマン・ラテ ン両言語境界線の東と北の狭い地帯に限ら

れていたと考えられていた。すなわち、言語境界線の西南部全域つまり現

在のロマンス語地域は、フランク族の少数の侵入者がガリアの膨大な人口

を屈服させ自らの公法を押しつけることによってフラ ンク王国に編入した

ものの、被征服民の私法、言語、文化は何も変化しなかったというのが一

般的な見方であった。ところが、 2-1の章でも見たように、言語学だけ

でなく考古学、地名学の発達に伴って、フランク族の定住地域は現在の言

語境界線をはるかに西に越えてロワールに至るまで及んだこと、その結果、

ラインとロワールにはさまれた広大な地域にはメルヴイング時代全体を通

じてゲルマン・ラテン両民族の並存、民族的共生、言ってみれば雨民族の

言語と文化の著しい相互浸透が行われていたことが次第に明らかになって

きた。この意味で、 今日の言語境界線は、フラ ンク族のラテ ン世界

Romaniaへの定住開始の時からカロリ ング時代初期に至るまで続いた両民

族の言語的、文化的な措抗・融合、そして西から東に向かう再ローマ化の

過程の終結点として成立した均衡状態の具体的な表われであると見ること

ができょう 山。

注

1 )ウェルキンゲトリクスの人となりについては、この人物を主人公とした歴

史小説 {カエサルを撃てJ(佐藤賢一著)に詳しい。

2 )塩野 (2∞0:190)
3 )タキトゥス『ゲルマーニアJ(国原吉之助訳「解説J8.260-1) 

4 )タキトゥス 『ゲルマーニアj(泉井久之助訳「訳者序J8.7-8) 

5) タキトゥス 『ゲルマーニアJ(国原吉之助訳「解説J8.261) 
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6)平凡社 f百科事典』

7 )ローマの伝記作家スウェートーニウス (G.8ueωnius)が綴ったカエサルに関

する記述のうち、ガリアやゲルマニアに関係するところを拾い上げると以下の

ようである (rローマ皇帝伝神に記られたユーリウスj第25節角南一郎訳)。
「彼は総督在職9年の問に大体次のごとき実績を上げた。ピレネ一、アル

プス、セパンヌなどの山脈とレーヌス河(現ライン河)とロダヌス河(現ロ

ーヌ河)に図まれた、約64万平方マイルにおよぶ全ガリアを彼のために尽し

たいくつかの間盟国を除いて属州の地位に下げ、年間40万セステルテイウス

の貢税を謀した。レーヌス河に橋を架けて対岸のゲルマニア人を攻撃し、彼

等に莫大な損害を与えたのはローマ人としては彼が最初であった。また、そ

れまで未知の民族であったブリタンニア人を襲って、これを征服し、金銭と

人質をとりたてた。かようにすべてが上首尾に運び、その間不運に際会した

のはわずかに 3回に過ぎなかった、ブリタンニア島で、彼の艦隊が暴風のた

めにほとんど全滅に瀕したとき、ガリアで、彼の軍団の一つがゲルゴウイア

で敗走したとき、ゲルマニアの国境で、彼の副官テイトゥリゥスとアウルン

クーレイゥスとが伏兵に襲われて殺されたとき。J

8) ラテン語でいう「ガリアjとは、すなわちギリ シャ語の「ケルト lに相当

する。

9 )塩野 (2000:188)

10) カエサル『ガリア戦記J(近山金次訳 「解説J8.4-51 

11) タキトゥス『ゲルマーニアj(泉井久之助訳「訳者序J8.7) 

12)塩野 (2000:15)

13) Roymans (1991・34-49)

14) Van Doorselaer (1981:24) 

15) Van Doorselaer (1987:46-47) 

16) Van Doorselaer (1987:24-25) 

17) Van Doorselaer (1987:25-26) 

18)ブリタニアとは、グレート・ブリテン島の南東部にヨーロッパ大陸から移

り住んで、いたケルト人の一派のブリト ン人(ラテン語でブリタンニ Britannil

に由来し、ブリトン人の国を意味する。
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19) タキトゥス『アグリコラj(国原吉之助訳「解説J8.255) 

20)平凡社 『百科事典』参照。さらに北方のカレド、ニア(今日のスコ 7 トラン

ド)にまで作戦が展開された。当時の支配の境界線を今日に伝えるものとし

て「ハドリアヌスの防壁」がある。ローマの文配により、ロンデイニウム

(今日のロンドン)など各地にローマ風の都市が造られた。ただし、ローマ化

は都市部に限られており、また実質的にもローマの支配はケルト人の社会を

恨底から変革するものではなかった。ブリトン人の部族国家はローマにより

征服された後も半独立的地位と部族制を保った。

21) Donaldson (1999:41) : Iこの Belgiumという用語は人文主義時代の間オ

ランダ全域を指すのに用いられていたが、 1830年に、オランダの南の、オラ

ンダ語とフランス語が使われる地域に新しく誕生した王国のために名前が必

要となった時に復活したのである。J

22)さらに東部の小さなドイツ語地域がこれに加わるが、南北の問題からは独

山;しているためここでは取り上げなし、。

23)言語境界線研究史の記述のために原資料の他に、主としてLamarcq& 

Rogge (1996)を参考にした。

24) Kurth (1896) 

25) Linden (1923:203-214) 

26) Petri (1937) 

27) Petri (1937:259) 

28) Haust & Petri (1938:402-406) 

29) Verlinden (1955) 

30) Gysseling (1960) 

31) Gysseling (1981:100-115) 

32)言語学以外の分野からも補足的研究が行なわれている。その中の一つの分

野が社会学であるが、ルド・ミリス (LudoMilis)は「言語境界線の現象に関

する文化史学・社会学的考察」で地理的言語境界線の他に社会的言語境界線

の存在を指摘している。特に言語境界線の移動において社会の上流層による

文化言語としてのフランス語の採用が重要なテーマである。 Vgl.Milis 

(1984) _ 
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33)詳しくは、河崎 (1998:57θ)を参照されたい。

34) Donaldson (1999:151) 

35)現存する写し (Abschrift)は、『詩篇 (Psalmen)Jのうちの 1・2，18， 54・72

の22篤である。写しの名称、保管場所等は次の通りである。

Psalm 1，1・3，6(Leeuwardener Handschrift) 

Ms 149 

Provinciale en BUMA Bibliotheek (Leeuwarden) 

Psalm 18 (Abdruck bei Abraham van der Myle， 1612) 

Psalm 53，7・73，9(Berliner Handschrift) 

Ms Diez Quart. 90 

Deutsche Staatsbibliothek (Berlin， I日DDR)

Lipsius Glossen (Leidener Handschrift) 

Ms Lips. 53 

Universiteitsbibliotheek Leiden 

Lipsius' Brief an Schottius (Antwerpen市の法律顧問)

Iusti Lipsii Epistolarum selectarum centuria m 
ad Belgae (Antwerpen 1602) 

Glossen von Psalm 55 (F.W.E. Roth 1894， in ZDF 26，70) 

Glossen in Iusti Lipsi Poliorceticon sive de machinis， tormentis， 

telis， libri quinque (Antwerp: Moretus， 1596， 7) 

36)その時の感動の様子を Lipsiusが知人 Jan van der Doesに宛てた手紙

(1591年8月2日)が綴っている:rある古いラテン語 『詩篇jの中に、サク
ソン語の行間訳、および、我々の祖先のことは、がたくさん書き記されてい

るJ。

37) フランク族の起源は、たいていの蛮族の場合と同じく、はっきりしていな

い。彼らは 5世紀末まで政治組織をもっ社会にはなっていなかった。トゥー

パント族 (Tubantes)は東オランダ、カニンネフアート族(Caninnefates) 

はホランド地方の南北に、パタビア族 (Batavians)はオランダ中部にとい

うようにローマ人がわれわれに伝えるこれら全てのゲルマン民族は、ローマ

人が紀元前五年前後これらの地域に到着した頃には、このあたりを占領しつ
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つあった (Donaldson1999:141・2)。

38) ローマ領のガリア地方に勢力を拡大する以前のフランク族の故地は、おそ

らくはケルンとクサンテン聞のライン川の中・下流あたりであっただろう。

ひょっとすると北方のラインJIIとエイセル川との聞のオランタ西部に勢力を

伸ばしていた可能性もある。ライン川とムース川河口もその当時彼らの手の

うちにあったのかもしれないし、あるいはそこは、フリジア族の支配地であ

ったかもしれない (Donaldson1999:14)。

39) Donaldson (1999:144) 

40) Donaldson (1999:145-6，150) 

41)出崎 (1977:65)
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